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      　  種別

区分

事務職員 技術職員 現業職員

現　　　　員

職　　　　　名

（９）木材の加工・性能に関すること。
（１０）木材の保存処理に関すること。
（１１）未利用資源の有効利用に関すること。
（１２）その他木材利用に関すること。

森林管理研究室

（１）森林施業及び森林経営に関すること。
（２）育林・育種に関すること。
（３）森林保護に関すること。
（４）林業機械に関すること。
（５）森林防災に関すること。
（６）特用林産に関すること。
（７）２１世紀の森の管理に関すること。
（８）その他森林管理に関すること。

木材利用研究室

非常勤職員
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谷口　公教
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１　前年度指摘事項等に対する措置等
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大西　良幸
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　　研究成果に繋がる情報資料の提供、講習会等により、現場での普及が必要である。

　　試験に使用する苗木サイズのばらつきが大きかったため、試験に先立ち供試苗木
　のサイズの選別を行った。

イ　平成25年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点

（イ）事業の実施状況

　①　海岸用ツリーシェルターの開発
　  強風による飛砂や飛塩、乾燥から植栽木を守るため、海岸砂地での使用に適した
  ツリーシェルターの開発を行った。

　②　海岸砂に植栽されるクロマツに適した土壌改良材の検討
　  植栽木の活着率向上に効果的な土壌改良材の種類及び使用方法について検討した。

　③　低コストで効果的な保水材の使用法の開発と客土導入の検討
　  土壌の保水性の改善を図り、植栽木の活着率を向上させることを目的に、保水材
　の効果的な使用方法を開発するとともに、客土の導入について検討した。

ウ　成果

　①　海岸用ツリーシェルターの開発
　　夏季のシェルター内部の高温化による枯死被害を防ぐため、通気口を空けたポリ
　プロピレン製及び生分解性ネットのツリーシェルターを開発した。

　②　海岸砂に植栽されるクロマツに適した土壌改良材の検討
　　あらかじめ土壌改良材を高含水率状態に保ったまま用土に混合することで、活着
　率が向上した。

　③　低コストで効果的な保水材の使用法の開発と客土導入の検討
　　あらかじめ吸水させた保水材を使用する方法及び、用土へ客土を混合することに
　より活着率が向上した（図１）。
　　植栽作業時間を基に、植栽密度5000本/haあたりの植栽経費を算出して各処理を比
　較した（図２）。粒状保水材、吸水保水材及び客土混合区では、現地砂と資材の撹拌
　作業に時間を要するため労務費が大きくなった。また、赤玉土や鹿沼土は資材単価が
　高いため他の処理に比べて資材費が大きくなった。
　　根付保水材（吸水した保水材を付着させる方法(図３、図４)）は、作業性も良く、
　使用する保水材の量も少ないため、保水材を使った他の2処理や客土を使用する場合
　に比べ経費は低くなった。

　成果の一部を第53回治山研究発表会（H25年10月）に発表し優秀賞を受賞した。

エ　課　題

６　主な事業に関する調べ

事業名 概　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要   

ア　目的及び事業の実施状況

（ア）目的

　 海岸松林は、白砂青松の美観とともに、飛砂や潮風から後背地の道路・畑地を保全
 する重要な機能を備えているが、松くい虫被害により疎林となっている箇所があり、
 機能の低下が懸念される。被害地では補植が行われているが、海岸砂地は冬期の強風
 や保水性の低さなど植物の生育に過酷な環境下にあり、場所によっては植栽した苗木
 が枯死する場合もある。
   そこで、松くい虫被害が生じたクロマツ林の防風機能等を早期に回復させるため、
 通常苗より高価な松くい虫抵抗性苗を高確率で活着させるための技術を確立する。

松くい虫被害地におけ
るクロマツ苗木の活着
率向上試験

決算（見込）額
　　　　     698千円

（財源内訳）

　一般財源   698千円
　

○将来ビジョン
３　鳥取県の豊かな恵
み・生活を守り、次代
へつなぐ

(１－４)地球環境の変
化に対応した農林水産
業・みどり豊かな森林
づくり+B5
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６　主な事業に関する調べ

事業名 概　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要   

図１ 植栽から８ヶ月経過後の処理区分別の活

454 566 638 465
846 778 790

425
725 725

500

550
1,100

1,450

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

対照区 粒状保水材 吸水保水材 根付保水材 真砂土 鹿沼土 赤玉土

直
接

工
事

費
（千

円
） 資材費

労務費

879

1,291 1,363

965

1,396

1,878

2,240

客土混合区保水材使用区

図２ 各処理別の１haあたりの植栽経費

図３ 吸水状態の保水材に苗木の

根系部を浸漬している様子

図４ 苗木の根系部に付着した

吸水状態の保水材
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1,348千円

 (財源内訳)

 一般財源 1,348千円

○将来ビジョン

   高性能林業機械を効率的に運用するには、機械の特性を活かし、現場条件の違い
 による作業効率の低下を抑えることが重要である。

イ 平成25年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点

　② 木寄せ
     木寄せ作業にスイングヤーダーを使用したところ、ハーベスタでの木寄せ､造材
   の同時作業と比較して作業効率が上がった。

     木寄せを別工程とし、造材作業工程を解析したところ、ハーベスタ固有機能を
   使用した作業（掴み、送材、玉切）は全体の60％と機械能力が完全に発揮されて
　 いなかった(図３）。 造材作業前後の工程を見直し、ハーベスタ本来の機能と性
　 能を発揮できる作業環境を整えることが重要である。
　   高性能林業機械を使った作業コストはシステム構成によって異なり、採算ベース
   の目安とされる7,500円／ｍ3を満たすには、年間生産量4,000～5,000ｍ3が必要な
   ことがわかった(図４）。

  ③ 造材

ウ 成果

   本年度は､伐採を定性間伐ではなく列状間伐を採用し、木寄せにスイングヤーダー
 を使用した。ハーベスタの作業から木寄せ工程を除いたことにより、本来の生産性
 を調査することができた。

エ 課題

(イ) 事業の実施状況
　　伐採搬出の作業工程(伐木､木寄せ､造材､集材)（図２）のうち、生産性に大きく
　影響する伐木、木寄せの工程を効率化するため、伐木方法を列状間伐、木寄せに
　スイングヤーダーを使用するシステムでの生産性を検証した。

　① 伐木
       列状間伐での伐木工程の調査

  ② 木寄せ
　     架線系集材が可能なスイングヤーダーによる木寄工程の調査

  ③ 造材
       ハーベスタによる造材工程の調査

３　鳥取県の豊かな恵み・生
活を守り、次代へつなぐ

(１－４)地球環境の変化に対
応した農林水産業・みどり豊
かな森林づくり

  ①伐木
  　２人１組での伐採作業は安全面での問題が多く、全体の生産性を向上させるには
　伐採を単独作業とすることが有効であった。伐採方法を列状間伐としたことにより､
　伐採作業の効率化と安全性の向上が判明した。

6 主な事業に関する調べ

高性能林業機械の稼働率を向
上させる現地モデル試験

　　近年、作業道の開設と高性能林業機械
＊
の導入が増加(図１）し、低コスト林業

　を進める環境が整いつつあり、高性能林業機械の効率的な運用を図る必要がある。
　　このため、現地モデル試験により、機械稼働率を制限する問題点を明らかにし、
　効率のよい機械の運用方法の指針を示す。
　　*高性能林業機械：従来機械に比べて性能が著しく高い林業用機械（ハーベスタ、
　　　　　　　　　　 プロセッサ、フォワーダー、スイングヤーダーなど）

事業名 概　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要   

ア 目的及び事業の実施状況

(ア) 目的

 決算（見込）額
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6 主な事業に関する調べ

事業名 概　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要   

0

20
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図１ 高性能林業機械の導入実

績

図２ 伐採搬出の作業工程

図３ ハーベスタの作業構成(時間)

年間生産量(m3)

図４ 高性能林業機械での作業システムのコスト試算
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６　主な事業に関する調べ

事業名 概　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要   

ア　目的及び事業の実施状況

スギ・ヒノキを活用した
ハイブリッドＬＶＬ生産・
利用技術の確立

決算（見込）額
                ８２５千円

（財源内訳）
一般財源　 ８２５千円

○将来ビジョン
３　鳥取県の豊かな恵
み・生活を守り時代へ
つなぐ

（１－４）地域環境の変
化に対応した農林水産
業・みどり豊かな森林づ
くり

　（ア）目  的

　      県産材を活用したLVL（単板積層材）の需要と販路の拡大を図るため、スギ・ヒノキによる
     ハイブリッド LVLの生産・利用技術を確立し、住宅用土台、間柱、横架材としての実用化を
     目指す。

　（イ）事業の実施状況

　　① 試験体によるＪＡＳ等に準じた性能試験
　　　  試作したハイブリッドＬＶＬの「めり込み」性能について、ＪＡＳに準じた試験を実施した。
　　② 製品化の取り組み
　　　  ○ハイブリッドＬＶＬのJAS認定と製品化を進めるため、スギ・ヒノキの積層配置や目標性能
            を設定した。
　　　  ○ＪＡＳ認定申請に必要な実大のハイブリッドＬＶＬを製造した。

イ　平成25年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点

     JAS認定を目指す品目を絞り込み、最適な条件（強度性能等）での試験の実施に努めた。

エ　課　題
      JAS申請・認定に向け、強度試験データ等の蓄積を引き続き行う。

ウ　成  果
　（ア） 試験体によるＪＡＳ等に準じた性能試験
　　　　 試作したハイブリッドＬＶＬの「めり込み」性能は、試作した全てのタイプが、JAS基準値の

          90E（平均値6.0N/mm2、下限値4.0N/mm2)に格付けできることがわかった。
　　　　 また、接合性能の評価に必要な、釘のめり込みに関するデータの蓄積を行った。

　（イ） 製品化の取り組み
　　 ① これまでの研究結果と製品ニーズを基に、製造企業が日本農林規格（JAS）の認定申請を
         行う予定。
　        　【製品タイプ】
　　　          積層タイプ：T4'タイプ（下図のとおり)
　　　          等級区分：（異等級）70E　　(同一等級）80E、70E、60E
　　 ② ハイブリッドLVLの実大材で性能を評価するため、JASに準じた試験体を作製（写真）した。
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６　主な事業に関する調べ

事業名 概　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要   

ア　目的及び事業の実施状況

県産スギ材の材質及び
強度に優れた品種の選
抜

決算（見込）額
　　　　　　　 １，２００千円

（財源内訳）
一般財源　 １，２００千円

○将来ビジョン
３ 鳥取県の豊かな恵み・
生活を守り時代へつなぐ

（１－４）地域環境の変化
に対応した農林水産業・
みどり豊かな森林づくり

エ　課　題

　（ア）目  的

　

　（イ）事業の実施状況

ウ　成  果

図 計測手法による計測結果のバラツキの差 参考掲示：県内スギ丸太3,308本の強度分布

生活様式の多様化、住宅の耐震性能への関心の高まりを受け、木材の曲げ強さに対する

ニーズが高まっているが、現行のスギ品種では２倍以上の強度の開きがあり対応できない。

このため、スギ精英樹や在来スギの強度性能を非破壊的に調査し、材質・強度に優れた品

種を確立して、植栽・育林経費の低減や高付加価値化により、森林所有者の再造林意欲を高

め、県産材の優位性確保を図る。

①現地調査における精度向上

スギ品種の強度性能がより確認して評価ができるように、応力波伝搬時間の計測精度向上

を図った。

②既存のスギ精英樹の強度性能把握

採穂園や試験場林内において既存のスギ精英樹について立木調査し、品種ごとの強度性能

を把握した。

③一般品種の調査実施

県内の在来スギ林において、応力波伝搬時間の計測による非破壊での強度性能調査を実施

した。

（ア）現地調査における精度向上の実現

センサーの設置やセンサーの打撃方法などを改良し、従来の計測手法に比べ、はるかに

高い精度での計測が可能となった(図)。

（イ）既存のスギ精英樹の強度性能把握

既存の鳥取県スギ精英樹全品種（297本）を調査した結果、一般的なヒノキの強度（ヤング

係数9.0kN/mm2）を上回るような品種は確認できなかった。

（ウ）一般品種の調査実査

県内の在来スギ立木（95本）を調査した結果、ヤング係数9.0kN/mm2および11.3kN/mm2の

個体を確認し採穂することができた。
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％

イ 平成25年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点

精度の高い計測結果解析を行うため、大径材について計測値の補正方法を検証した。

さらに高い強度性能と優良な材質を有する個体を見つけるために、引き続き一般林での

調査を実施する。
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科
　

目

（
目

）

国 補 単 県 の 別

委
託

料
の

名
称

委
託

契
約

の
相

　
 手

　
 方

　
 当

　
　

初
　

　
契

　
　

約

林
業

試
験

場
費

単
県

高
性

能
林

業
機

械
の

モ
デ

ル
試

験

契
約

期
間

支
出

区
分

支
  

 出
年

月
日

入
札

等
年

月
日

(契
約

保
証

金
納

付
等

年
月

日
)

完
　

 了
年

月
日

支
  

出
  

の
  

状
  

況

林
業

試
験

場
費

債
務

負
担

行
為

林
業

試
験

場
費

単
県

県
立

「
２

１
世

紀
の

森
」
維

持
管

理
作

業
（
第

2
回

）
業

務
委

託
（
有

）
東

部
林

業
精

算
4
5
5
,7

0
0

6
9
3
,0

0
0

精
算

H
2
5
.9

.1
0

H
2
5
.1

1
.8
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１
９

　
財

産
に

関
す

る
調

べ
　

（
１

）
公

有
財

産
　

　
ア

　
土

　
地

　
面

積
（
㎡

）
価

額
（
円

）
増

減
別

異
動

日
面

積
(㎡

）
価

額
（
円

）
増

減
理

由

登
記

年
月

日
　

面
積

（
㎡

）
価

額
（
円

）

増
加

H
H

減
少

H
H

計
2
6
7
,2

1
3
.2

4
0

0
0

2
6
7
,2

1
3
.2

4
0

増
加

H
H

減
少

H
H

計
0
.0

0
0

0
0

0
.0

0
0

合
計

2
6
7
,2

1
3
.2

4
0

0
0

2
6
7
,2

1
3
.2

4
0

　
面

積
（
㎡

）
価

額
（
円

）
増

減
別

異
動

日
面

積
(㎡

）
価

額
（
円

）
増

減
理

由

登
記

年
月

日
　

面
積

（
㎡

）
価

額
（
円

）

増
加

H
H

減
少

H
H

増
加

H
H

減
少

H
H

増
加

H
H

減
少

H
H

増
加

H
H

減
少

H
H

増
加

H
H

減
少

H
H

増
加

H
H

減
少

H
H

7
0
2
,1

0
0

1
,8

1
0
,5

0
0

7
,3

5
9
,5

0
0

2
3
,9

1
3
,0

0
0

1
5
,8

8
6
,0

0
0

8
.8

8

1
2
.6

6

2
9
.7

5

3
2
0
.8

0

1
9
6
.0

0

〃 〃

8
.8

8
7
0
2
,1

0
0

1
2
.6

6

1
5
,8

8
6
,0

0
0

プ
ロ

パ
ン

庫
〃

ポ
ン

プ
室

〃

発
電

気
室

1
,8

1
0
,5

0
0

2
9
.7

5
7
,3

5
9
,5

0
0

1
9
6
.0

0

3
2
0
.8

0

普
通

財
産

-
0

本
年

度
末

（
平

成
2
5
年

1
2
月

3
1
日

現
在

）

2
0
2
,7

0
4
,8

2
4

前
年

度
末

2
3
,9

1
3
,0

0
0

本
年

度
異

動
状

況

林
業

試
験

場
敷

地
鳥

取
市

河
原

町
稲

常
１

１
３

2
6
7
,2

1
3
.2

4

施
設

名
等

所
　

　
在

　
　

地

車
庫

機
械

実
験

室

（
平

成
2
5
年

1
2
月

3
1
日

現
在

）
本

年
度

末

備
　

考

1
,1

7
4
.9

8

0
行

政
財

産

1
,1

7
4
.9

8

0
.0

0

　
　

イ
　

建
　

物

備
　

考

2
6
7
,2

1
3
.2

4

0
.0

0

本
年

度
異

動
状

況

2
0
2
,7

0
4
,8

2
4

鳥
取

市
河

原
町

稲
常

１
１

３

行
政

・
普

通
財

産
の

区
分

施
設

名
等

所
　

　
在

　
　

地

行
政

・
普

通
財

産
の

区
分

前
年

度
末

事
務

所

行
政

財
産

作
業

農
機

具
舎

〃
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面

積
（
㎡

）
価

額
（
円

）
増

減
別

異
動

日
面

積
(㎡

）
価

額
（
円

）
増

減
理

由

登
記

年
月

日
　

面
積

（
㎡

）
価

額
（
円

）

増
加

H
H

減
少

H
H

増
加

H
H

減
少

H
H

増
加

H
H

減
少

H
H

増
加

H
H

減
少

H
H

増
加

H
H

減
少

H
H

増
加

H
H

減
少

H
H

増
加

H
H

減
少

H
H

増
加

H
H

減
少

H
H

増
加

H
H

減
少

H
H

増
加

H
H

減
少

H
H

増
加

H
H

減
少

H
H

増
加

H
H

減
少

H
H

増
加

H
H

減
少

H
H

計
3
,8

6
2
.4

3
5
9
7
,6

1
2
,8

0
2

0
0

3
,8

6
2
.4

3
5
9
7
,6

1
2
,8

0
2

増
加

H
H

減
少

H
H

計
0
.0

0
0

0
0

0
.0

0
0

合
計

3
,8

6
2
.4

3
5
9
7
,6

1
2
,8

0
2

0
0

3
,8

6
2
.4

3
5
9
7
,6

1
2
,8

0
2

3
2
6
.0

0
3
5
,8

0
5
,2

2
6

2
5
6
.2

5
3
0
,0

6
9
,6

8
2

9
6
.9

9
8
,8

9
7
,0

0
0

3
2
6
.0

0
3
5
,8

0
5
,2

2
6

1
1
,3

4
8
,0

0
0

1
1
,4

1
4
,0

0
0

1
0
0
.3

0
1
1
,4

1
4
,0

0
0

木
材

技
術

工
芸

実
習

館 森
林

学
習

展
示

館

苗
木

養
成

等
実

習
室

〃 〃 〃

備
　

考

9
6
.9

9
8
,8

9
7
,0

0
0

1
9
4
.4

0

1
0
0
.3

0

2
5
6
.2

5

ガ
ラ

ス
室

〃

前
年

度
末

温
室

〃

昆
虫

飼
育

棟

施
設

名
等

所
　

　
在

　
　

地

〃〃

鳥
取

市
河

原
町

稲
常

１
１

３

木
材

加
工

研
究

棟
〃

2
2
5
,2

2
3
,9

2
0

3
,1

5
2
,0

0
0

1
9
4
.4

0
1
1
,3

4
8
,0

0
0

1
2
.0

0
5
,1

1
5
,0

0
0

5
0
.0

0
堆

肥
舎

9
.8

0

1
0
.2

1
1
,2

5
0
,0

0
0

5
8
9
,0

5
0

1
0
.2

1

9
3
6
.6

0

5
8
9
,0

5
0

1
2
.0

0
5
,1

1
5
,0

0
0

1
,2

5
0
,0

0
0

5
0
.0

0
6
,2

0
5
,0

0
0

9
.8

0

6
0
.0

0

9
3
6
.6

0
2
2
5
,2

2
3
,9

2
0

4
,5

1
5
,0

0
0

3
,1

5
2
,0

0
0

5
0
.0

0
6
,2

0
5
,0

0
0

〃

野
鳥

等
自

然
観

察
施

設機
械

室

廃
液

保
管

庫

製
品

保
管

庫

〃 〃 〃
1
,6

5
3
,0

0
0

普
通

財
産

-
0
.0

0
0

1
,6

5
3
,0

0
0

1
6
.8

1

5
0
.0

0

4
,5

1
5
,0

0
0

6
0
.0

0

3
0
,0

6
9
,6

8
2

本
年

度
異

動
状

況
本

年
度

末
（
平

成
2
5
年

1
2
月

3
1
日

現
在

）

行
政

財
産

1
6
.8

1

便
所
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ウ

　
山

　
林

該
当

な
し

　
エ

　
不

動
産

売
却

該
当

な
し

　
オ

　
財

産
の

交
換

該
当

な
し

　
カ

　
動

　
産

（
船

舶
、

浮
標

、
浮

桟
橋

、
浮

ド
ッ

ク
、

航
空

機
）

該
当

な
し

　
キ

　
物

　
権

該
当

な
し

　
ク

　
無

体
財

産
権

（
特

許
権

、
著

作
券

、
商

標
権

、
実

用
新

案
件

等
）

該
当

な
し

　
ケ

　
有

価
証

券
該

当
な

し

　
コ

　
出

資
に

よ
る

権
利

　
該

当
な

し

 （
２

）
金

券
類

の
受

払
状

況

ア
　

金
券

の
受

払
状

況

購
 
入

 
額

使
 
用

 
額

　
円

　
円

　
円

　
円

郵
便

切
手

及
び

郵
便

は
が

き
8
3
,
8
6
0

1
3
,
0
0
0

4
6
,
2
2
0

5
0
,
6
4
0

収
入

印
紙

0
0

0

収
入

証
紙

0
0

0
0

タ
ク

シ
ー

ク
ー

ポ
ン

券
0

0
0

0

鉄
道

バ
ス

プ
リ

ペ
ー

ド
カ

ー
ド

0
0

0
0

図
書

カ
ー

ド
5
0
,
4
8
9

1
0
,
0
0
0

5
3
,
5
6
9

6
,
9
2
0
研

究
発

表
・

研
修

講
師

に
よ

り
取

得

合
　

　
計

1
3
4
,
3
4
9

2
3
,
0
0
0

9
9
,
7
8
9

5
7
,
5
6
0

イ
　

タ
ク

シ
ー

チ
ケ

ッ
ト

の
受

払
状

況
該

当
な

し

 （
３

）
基

　
金

該
当

な
し

（
平

成
２

５
年

１
２

月
３

１
日

現
在

）

備
　

　
　

　
考

種
　

　
別

前
年

度
末

本
　

年
　

度
　

中
本

年
度

末
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(
４

)
 
債

　
権

金
　

　
額

件
　

数
金

　
　

額
件

　
数

金
　

　
額

件
　

数
金

　
　

額
件

　
数

円
円

円

6
9
,0

0
0

1
0

0
3
4
,5

0
0

0
3
4
,5

0
0

1

2
,0

1
6

1
0

0
6
7
2

0
1
,3

4
4

1

合
　

　
　

計
7
1
,0

1
6

2
0

0
3
5
,1

7
2

0
3
5
,8

4
4

2

（
平

成
２

５
年

1
2
月

３
１

日
現

在
）

備
　

考

本
　

年
　

度
　

末
現

　
在

　
高

（
株

）
中

国
電

力

柱
9
本

支
柱

1
本

支
線

１
３

条

（
株

）
戸

信
　

自
動

販
売

機

増
減

債
 権

 の
 名

 称

前
　

年
　

度
　

末
現

　
在

　
高

本
　

　
　

年
　

　
　

度
　

　
　

中

行
政

財
産

使
用

料
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２
０

　
財

産
の

貸
付

け
及

び
使

用
許

可
調

べ
　

（
１

）
　

土
地

及
び

建
物

　
　

ア
　

土
　

　
地

貸
付

（
使

用
許

可
）
先

単
価

本
年

度
の

貸
付

（
使

用
）
料

住
　

　
　

　
　

所
氏

　
　

　
　

　
名

年
額

3
4
,5

0
0

計
3
5
,1

7
2

月
額

・
年

額

月
額

・
年

額

月
額

・
年

額

月
額

・
年

額

計
0

合
計

3
5
,1

7
2

　
　

イ
　

建
　

　
物

該
当

な
し

　
（
２

）
　

物
　

品
該

当
な

し

行
政

 ・
普

通
財

産
の

区
分

貸
　

　
　

付
（
使

用
許

可
）

目
　

　
　

的
所

　
　

在
　

　
地

数
量

又
は

面
積

貸
　

　
　

付
（
使

用
許

可
）

年
　

月
　

日

当
初

貸
付

（
使

用
許

可
）

年
　

月
　

日
備

　
考

２
㎡

貸
　

　
　

付
（
使

用
許

可
）

期
　

　
　

間

H
2
2
.4

.1
H

1
2
.4

.1
H

2
2
.4

.1
～

Ｈ
2
7
.3

.3
1

年
額

6
7
2

貸
付

（
使

用
）
料

　
（
円

）

鳥
取

市
緑

ヶ
丘

2
丁

目
６

６
７

－
１

４
　

（
株

）
戸

信

3
8
.4

9
㎡

行
政

財
産

電
力

供
給

施
設

設
置

鳥
取

市
河

原
町

稲
常

１
１

３

コ
ン

ク
リ

ー
ト

柱
９

本
支

柱
１

本
支

線
１

３
条

公
共

下
水

路
設

置

鳥
取

市
河

原
町

稲
常

１
１

３

鳥
取

市
河

原
町

稲
常

１
１

３

自
動

販
売

機
H

2
3
.1

0
.1

H
2
3
.1

0
.1

鳥
取

市
新

品
治

町
１

－
６

　
中

国
電

力
（
株

）
鳥

取
営

業
所

H
2
2
.4

.1
H

1
3
.1

.3
1

H
2
2
.4

.1
～

Ｈ
2
7
.3

.3
1

鳥
取

市
尚

徳
町

１
１

６
　

鳥
取

市

H
2
3
.1

0
.1

～
Ｈ

2
8
.3

.3
1

普
通

財
産

該
当

な
し

3
4
,5

0
0

6
7
2

免
除
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２１　借受不動産明細調べ 該当なし

２２　職員住宅及び職員駐車場の管理状況調べ

　（１）　職員住宅 該当なし

　（２）　職員駐車場

　　　ア　管理状況

　　　イ　異動状況 稼動

うち減免 うち減免 うち減免
人 人 人 人 人 人 人 円

４月 26 26 26,000
５月 26 26 26,000
６月 26 26 26,000
７月 26 26 26,000
８月 26 1 25 25,000
９月 25 1 1 25 25,000

10月 25 2 27 27,000

11月 27 2 29 29,000

12月 29 29 29,000

円 円

239,000 239,000

２３　自動車（二輪を除く）の管理状況調べ 該当なし

２４　寄附物件の受納状況調べ 該当なし

財産の区分 所　　在　　地

１ 区 画 の
面 積

貸付（使用）料（月額）

（㎡） (円）

行政財産

農林総合研究所林業試験場
（鳥取市河原町稲常１１３）

12.5 1,000

普通財産

合　計

(行政・普通財産）

月  別 前月末
当月減 当月増

調 定 額 収入済額 収入未済額
当月末

18



品　　　名

（規格・銘柄）
売払
棄却
の別

売払方法・棄
却理由

処分
年月日

売
払
額
・
処
分
費
用

年 円 円

動力四輪車（トップカー）　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H8.7.29 4 449,595 H25.4.1 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　　棄却　　 処分業者引取り H25.5.27 0
Ｍｏドライブ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H10.7.30 5 125,000 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
カメラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H10.7.30 5 40,530 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
カラーコレクター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H5.12.1 5 92,000 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
ビデオカメラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H2.12.26 5 150,380 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
ビデオタイトラー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H4.9.4 5 90,000 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
カラービデオプリンター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.3.23 8 129,574 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
ＰＣスタジオ（ビデオ編
集ボード）

1 H7.1.6 8 64,890 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0

温度観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H6.9.19 15 113,300 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
温度観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H6.9.19 15 113,300 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
温度観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H6.9.19 15 113,300 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
温度観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H6.9.19 15 113,300 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
温度観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H6.9.19 15 113,300 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
温度観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H6.9.19 15 113,300 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
雨量観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H6.9.19 15 228,600 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
風向計観測セット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H6.9.19 15 221,450 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
温度観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.8.31 15 112,785 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
温度観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.8.31 15 112,785 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
温度観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.8.31 15 112,785 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
温度観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.8.31 15 112,785 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
温度観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.8.31 15 112,785 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
温度観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.8.31 15 112,785 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
雨量観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.8.31 15 226,600 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
雨量観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.8.31 15 226,600 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
雨量観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.8.31 15 226,600 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
日射観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.8.31 15 220,420 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
日射観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.8.31 15 220,420 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
日射観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.8.31 15 220,420 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
日射観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.8.31 15 220,420 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
日射観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.8.31 15 220,420 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
日射観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.8.31 15 220,420 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
風向観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.8.31 15 220,420 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
風向観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.8.31 15 220,420 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
風向観測装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.8.31 15 220,420 H25.8.27 使用不能のため　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
気象観測ロガー収納庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H5.11.19 8 37,080 H25.8.27 劣化破損　　　　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
気象観測ロガー収納庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H5.11.19 8 37,080 H25.8.27 劣化破損　　　　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
百葉箱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.8.31 8 54,418 H25.8.27 劣化破損　　　　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
百葉箱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.8.31 8 54,419 H25.8.27 劣化破損　　　　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
百葉箱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.8.31 8 54,419 H25.8.27 劣化破損　　　　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
ロガー収納庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.11.30 8 36,600 H25.8.27 劣化破損　　　　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
ロガー収納庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.11.30 8 36,600 H25.8.27 劣化破損　　　　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
ロガー収納庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.11.30 8 36,600 H25.8.27 劣化破損　　　　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
ロガー収納庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.11.30 8 36,600 H25.8.27 劣化破損　　　　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0
ロガー収納庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 H7.11.30 8 36,600 H25.8.27 劣化破損　　　　　　　　　　　　　　　　棄却　　 産業廃棄物処理 H25.9.13 0

合　　計 44 6,032,525 0

２５　備品の処分状況調べ

不用決定
年月日

不用とする理由

処　　　　　　分

備
考

数
量

(保管換年月日)

取得年月日

耐
用
年
数

取得価格
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２８ 事業別予算執行状況調べ 

 

目  名 環境保全費                                     （平成25年 12月31日現在） 

             

事 業 名 

    

 

事業の概要（目的、実績等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

酸性雨調査事業 

 

 

モニタリング調査により植生等の変化を調査し、酸性雨等による森林への影響を監

視する経費 

大山町内のブナ・カエデ類を主とする天然林で、樹木衰退度、地表植生及び樹木調

査を行った結果、酸性雨による被害は認められなかったが、2012年豪雪の影響で倒木

や地表攪乱が生じ植生にやや変化がみられた。 

 

 

 

目  名 森林病害虫防除費  

             

事 業 名 

    

 

事業の概要（目的、実績等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

松くい虫等防除事業 

 

 

マツノマダラカミキリの発生予察、県内の被害調査、薬剤による被害防止効果等の

調査に要する経費 

網室内の玉切り丸太を用いてマツノマダラカミキリの脱出数を調べた結果、脱出開

始が平年より1～8日早かった。有効積算温量は平年並みであったが、同期間の降水量

が平年より少なかったため成育が促進されたと考えられた。 

薬剤の空中散布区と無散布区を比較した結果、散布区は無被害あるいは単木被害で

あったのに対して、無散布区では集団被害が認められ、散布効果が顕著に見られた。 

 

 

 

目  名 造林費  

             

事 業 名 

    

 

事業の概要（目的、実績等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

樹苗養成事業 

 

抵抗性クロマツ及び少花粉スギ採種園造成用の接木苗購入等に要する経費 

マツノザイセンチュウ抵抗性クロマツ3系統31本、少花粉スギ1系統9本、少花粉ヒノ

キ14系統93本を申請中。苗木の引き渡しは3月上旬の予定。 
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２８ 事業別予算執行状況調べ 

目  名 道路橋りょう維持費                                     （平成25年12月31日現在） 

             

事 業 名 

    

 

事業の概要（目的、実績等） 

 

県産木材率先活用のた

めの防護柵等点検診断

事業（道路版） 

 

（目的） 

公共事業において、県産木材利用製品の劣化等に対する点検、診断を行うことに

より、安心して県産木材を利用したガードレールや転落防止柵等を活用できる体

制を整備する。 

（実績） 

・県内に設置されている転落防止柵１９箇所について劣化診断調査を行い、経年

による被害進行状況や機械診断結果と被害度の関係について分析等を行った。 

・現地載荷試験を行うための試験器具を製作し、被害の進行と強度低下の関係に

ついて調査を開始した。 

 

目  名 林業試験場費                                         （平成25年12月31日現在） 

             

事 業 名 

 

 

事業の概要（目的、実績等） 

 

     

林業試験場ふれあい集

う試験場発見事業 

 

(目的) 

開かれた試験研究機関、森林・林業・木材産業分野の研究及び技術支援の拠点と

して、研究成果を速やかに情報発信する。また、フォーラムや体験学習などを通

して、県民の皆様に森林・林業・木材に対する理解を深めて頂くために要する。 

(実績) 

平成25年8月3日に森のいろは塾を開催し、親子130名程度参加し森林・木材などに

ついて見聞を広めた。また、11月30日には森林・林業・木材フォーラムを開催し、

試験研究成果の普及を実施した。その他、各種イベントに参加し、研究成果のパ

ネル展示等を実施した。 
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２９ 農業機械の管理状況                           （平成25年12月31日現在） 

 

品    名 

 

型  式 

及  び 

規  格 

取 得 

    

年月日 

      

用   途 

 

稼 動 

日 数 

日 

燃    料 修繕費等 

 

円 

左の主な内容 

 

円 

 

備  考 

 

消費量 

 

金  額 

円 

トラクター ヤンマー 

AF22XY55D

B   

H16  

 6.10 

 

耕耘、他  

     

   

  ４  

 

   １０

   

    

  1,350

  

        

0 

              

圃場内運搬機 カワシマ 

AC1510DBA 

H8 

 7.29 

 

運搬 

 

２ 

 

 

 

0 

 

0 

 H25.5.27 

廃棄 

圃場内運搬機 カワシマ 

AC19D 

H24 

 5.15 

 

運搬 

 

６０ 

 

６７ 

 

 

9,735 

 

 

0 

  

圃場内運搬機 カワシマ 

AC19D-4WD 

H25 

 5.27 

 

運搬 

 

 ３０ 

 

３３ 

 

4,795 

 

 

0 

  

５N－SPフォー

クリフト 

トヨタ 

6FD30 

H7 

10.20 

 

木材運搬 

 

 

１３０ 

 

８０ 

 

 

11,200 

 

44,100 

自主検査及び修

繕    44,100円 

 

 

 

林内作業車 

ｾｲﾚｲ工業 

ﾏｳﾝﾄﾎｰｽSC

D11W 

H13 

7.13 

 

木材運搬 

 

２１ 

 

８ 

 

1,080 

 

59,388 

ﾐｯｼｮﾝｵｲﾙ交換、ﾌ

ﾞﾚｰｷｼｭｰ交換、ﾊﾟ

ｯｷﾝ交換他 

 

          

計      28,160 103,488   

   

 

 

３０ 生産物（品）に関する調べ                                                   該当なし 
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３１ 試験研究調査事業別実施状況調べ                     （平成２５年１２月３１日現在） 

 

事 業 名 スギ人工林の品質向上に関する施業

技術の確立 

 担当室別 森林管理研究室 

実施計画期間 

 

            ２２  年度 

        ～  ２６  年度 

(予算額) 

支出済額 

        (６００，０００円)        

          ３３７，２３７ 円 

 

試 験 研 究       

調査の目的       

試験研究調 

査を行う場 

所     

 

試験研究 

調 査 の 

対象・数 

量・範囲 

 

本年度の試験研究 

調 査 等 の 目 標         

 

 

試験研究調査の成果・課題 

 

 

スギ立木の強

度性能の推定

法並びに人為

による心材増

加法を提案し、

材の付加価値

を高める 

 (単) 

若桜町 

林業試験場 

 

○オキノ

ヤマスギ

立木調査 

150本 

○ミクロ

フィブリ

ル傾角（M

FA）・材強

度・樹幹解

析試料 

15 

○遺伝子

型調査試

料50 

○成長錐

片試料30 

①古生層地帯の70年生オ

キノヤマスギ挿し木林分

の斜面3箇所から採取した

円盤を解析し、成長経過を

把握する。また、MFAを測

定し、成熟材移行齢及び安

定角度を明らかにする。材

強度・密度についても調査

を行う。 

②上記林分から無作為に

採取した針葉の遺伝子型

を調べ、クローン構成を確

認する。 

③心材促進を目的に3水準

の枝打ちを行った試験木

について、枝打ち後3年目

の心材形成量を調べる。 

（成果） 

①調査林分における立木の平均胸高直径及

び平均樹高は、31.4±8.5cm、25.6±4.5cm

であった。採取材の動的ヤング係数は10.1

±0.8Gpa、平均容積密度は0.34g/cm３であっ

た。現在、樹幹解析及びMFA測定を実施中で

ある。 

②50個体の針葉DNAの遺伝子型は全て異なり

オキノヤマスギ挿し木林は実生に近い遺伝

的組成であることが分かった。 

③晩材形成が終了する3月末に成長錐片を採

取し心材形成量を測定する予定である。 

（課題） 

MFAは材強度に密接に影響していることが判

明しているが、MFAの変動に影響を与える環

境因子はいまだ不明である。 
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事 業 名 ナラ類集団枯損被害の初期防除と拡

大防止手法の開発 

 担当室別 森林管理研究室 

実施計画期間 

 

            ２３  年度 

        ～  ２５  年度 

(予算額) 

支出済額 

     (１,０４９,０００円)        

       ３３０，０６５ 円 

 

試 験 研 究       

調査の目的       

試験研究調 

査を行う場 

所     

 

試験研究 

調 査 の 

対象・数 

量・範囲 

 

本年度の試験研究 

調 査 等 の 目 標         

 

 

試験研究調査の成果・課題 

 

 

 

初期防除法の

開発 

(単･一部補助) 

 

 

 

 

青谷町、三

朝町、大山

町及び林試

構内 

 

 

 

 

被害木等 

３７０本、

被害丸太 

４３本 

①樹幹基部への粘着シー

トの設置による枯死被害

の予防・軽減効果を明らか

にする。 

②被害木の割材によるカ

シノナガキクイムシの駆

除効果を調べる。 

③粘着シートによるモニ

タリング方法の効果を調

べる。 

（成果） 

粘着シートの設置により、2試験地で被害軽

減効果が認められたが、他の2試験地では効

果が判然としなかった。 

1m長の被害丸太を4～6分割に割材処理する

ことで、カシノナガキクイムシ成虫の脱出が

見られなかった。 

粘着シートにより、成虫の発生消長を的確

に把握できることを実証した。 

（課題）粘着シートによる被害予防効果につ

いては効果が安定しなかった。効果の検証を

引き続き中国5県の共同試験で取り組む予定

である。 

 

 

 

事 業 名 松くい虫被害地におけるクロマツ苗

木の活着率向上試験 

 担当室別 森林管理研究室 

実施計画期間 

 

           ２３  年度 

        ～ ２５  年度 

(予算額) 

支出済額 

       (６９８，０００円)        

       ２９５，４１４  円 

 

試 験 研 究       

調査の目的       

試験研究調 

査を行う場 

所     

 

試験研究 

調 査 の 

対象・数 

量・範囲 

 

本年度の試験研究 

調 査 等 の 目 標         

 

 

試験研究調査の成果・課題 

 

 

松くい虫抵抗

性苗の活着率

を高める技術

の確立 

（単） 

 

鳥取市 

林業試験場 

 

 

 

 

試験植栽

木224本 

 

 

 

 

苗木植栽時に用いる土壌

改良材の効果的な使用方

法について検討する。 

 

 

 

（成果） 

 「６ 主な事業に関する調べに記載」 

 

（課題） 

 「６ 主な事業に関する調べに記載」 
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事 業 名 高性能林業機械の稼働率を向上させ

る現地モデル試験 

 担当室別 森林管理研究室 

実施計画期間 

 

           ２３  年度 

        ～ ２５  年度 

(予算額) 

支出済額 

     (１,３４８，０００円)        

       ７９３，８８７  円 

 

試 験 研 究       

調査の目的       

試験研究調 

査を行う場 

所     

 

試験研究 

調 査 の 

対象・数 

量・範囲 

 

本年度の試験研究 

調 査 等 の 目 標         

 

 

試験研究調査の成果・課題 

 

 

高性能林業機

械の稼働率を

上げる作業方

法の解明 

（単） 

 

【試験地】 

八頭町 

 

１カ所 

 

 伐木方法を列状間伐、木

寄せにスイングヤーダー、

造材にハーベスタを使用

するシステムでの生産性

を検証する。 

（成果） 

「６ 主な事業に関する調べに記載」  

 

（課題） 

「６ 主な事業に関する調べに記載」 

 

 

 

 

事 業 名 地下流水音探査法を用いた効果的山

地災害防止技術の確立 

 担当室別 森林管理研究室 

実施計画期間 

 

           ２４  年度 

        ～ ２６  年度 

(予算額) 

支出済額 

     (５１０，０００円)        

      ２７１，２０８ 円 

 

試 験 研 究       

調査の目的       

試験研究調 

査を行う場 

所     

 

試験研究 

調 査 の 

対象・数 

量・範囲 

 

本年度の試験研究 

調 査 等 の 目 標         

 

 

試験研究調査の成果・課題 

 

 

地下流水音探

査法による限

られた地質に

おける先行研

究の調査結果

が、鳥取県内の

異なる地質に

も適用可能か

実証試験を行

う。 

（単） 

 

【調査】 

鳥取市 

智頭町 

八頭町 

若桜町 

大山町 

 

11カ所 

①地下流水音探査による

自然斜面での水みちを推

定する。 

 

②地下流水音探査の最適

な測定タイミングを明ら

かにする。 

（成果） 

①同一の自然斜面上で地下流水音の大きな

地点が複数箇所みられ、斜面の上下で地下流

水音の大きな地点を結ぶ水みちが推定され

た。 

 

②同一の調査地で地下流水音調査を複数回

行ったところ、調査日の違いによらず概ね同

じ位置に水みちが推定された。 

 

（課題） 

本法の調査結果からの水みちの推定は、測定

者の主観に頼る部分が大きいことから客観

的な水みちの推定方法を開発する必要があ

る。 
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事 業 名 ハイブリッド無花粉スギの創出  担当室別 森林管理研究室 

実施計画期間 

 

           ２４  年度 

        ～ ３３  年度 

(予算額) 

支出済額 

     (８３５，０００円)        

      ４８０，９１６ 円 

 

試 験 研 究       

調査の目的       

試験研究調 

査を行う場 

所     

 

試験研究 

調 査 の 

対象・数 

量・範囲 

 

本年度の試験研究 

調 査 等 の 目 標         

 

 

試験研究調査の成果・課題 

 

 

無花粉であり

優良形質でも

あるハイブリ

ッド無花粉ス

ギを創出する。 

（単） 

 

【調査】 

大山町 

林業試験場 

 

人工交配 

精英樹32

クローン、

気象害・虫

害抵抗性

品種3クロ

ーン、天然

スギ20ク

ローン 

苗木200本 

第一段階として、県内無

花粉スギの探索、県産無花

粉スギの作出及び無花粉

遺伝子マーカーの開発に

着手する。 

（成果） 

探索及び作出では、無花粉遺伝子をヘテロ

で保有する石川県精英樹珠洲2号と本県精英

樹等49クローンの交配家系を創出した。 

（課題） 

枯死木の発生や球果の萎縮等のため、6ク

ローンについて球果が採取できなかった。本

年度3月にもう一度人工交配を行い、来年度

に球果採取を行う必要がある。 

 

 

 

事 業 名 林木品種改良事業  担当室別 森林管理研究室 

実施計画期間 

 

           ２５  年度 

        ～      年度 

(予算額) 

支出済額 

       (２２５，０００円)        

         ９９，６０４ 円 

 

試 験 研 究       

調査の目的       

試験研究調 

査を行う場 

所     

 

試験研究 

調 査 の 

対象・数 

量・範囲 

 

本年度の試験研究 

調 査 等 の 目 標         

 

 

試験研究調査の成果・課題 

 

 

林業種苗法に

基づき主要造

林樹種の品種

改良を行う。 

（単） 

 

県内一円 

 

 

 

スギ18箇

所21.0ha

、ヒノキ 

11箇所 

11.0ha 

 

 

設定から40年目の次代検

定林スギ2箇所及び30年目

のスギ1箇所の定期調査を

行う。 

 

 

 

（成果）品種毎に樹高、胸高直径、枝下高、

幹の通直性、病虫害及び風雪害を調査し、育

種母材の特徴を明らかにした。 

 

（課題）検定林は地権者との信頼関係に基づ

き継続調査が可能になっているが、伐採に係

る制約は無く施業は地権者に委ねられてい

る。したがって、定期に施業計画を把握する

仕組みづくりが必要である。 
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３１ 試験研究調査事業別実施状況調べ                         （平成25年12月31日現在） 

事 業 名 県産材と伝統技術を有効に活用した

住宅用耐力壁の開発 

 担当室別 木材利用研究室 

実施計画期間 

 

          ２３ 年度 

        ～ ２５ 年度 

(予算額) 

支出済額 

     ( １，８７０，０００  )  

       ８２４，４７４ 円 

 

試 験 研 究       

調査の目的       

試験研究調 

査を行う場 

所     

 

試験研究 

調 査 の 

対象・数 

量・範囲 

 

本年度の試験研究 

調 査 等 の 目 標         

 

 

試験研究調査の成果・課題 

 

 

県産材と伝統

技術を有効に

活用した耐震

リフォームに

活用できる工

法を開発し耐

震性の向上と

県産材の需要

拡大、県内工務

店の技術の継

承につなげる 

(単) 

 

林業試験場 

 

 

 

 

 

県産スギ

厚板を使

った耐力

壁：６種類 

 

 既存の住宅の耐震改修

を行う際に採用しやすい

構造を開発することとし

ており、本年度は１２体の

試験を予定。 

 

 

 

 

 

（成果） 

スギ厚板による耐力壁の構造で厚さ21mmと

ケヤキとヒノキダボを使用した耐力壁を開

発した。壁倍率2.5倍程度が可能でリフォー

ムの基礎・土台・柱の結合方法により壁倍率

2倍から3倍程度までを状況によって設置が

可能。 

 

（課題） 

既存の基礎と土台にあった柱脚金物と耐力

壁の構造を組み合わせてリフォームに望ま

しい耐力壁を提案し、耐震改修への利用の普

及が必要。 

 

 

 

事 業 名 県産ヒノキ材の横架材としての利用

技術の開発 

 担当室別 木材利用研究室 

実施計画期間 

 

           ２３  年度 

        ～ ２５  年度 

(予算額) 

支出済額 

     (１，３２０，０００ )  

       ５７１，６６６  円 

 

試 験 研 究       

調査の目的       

試験研究調 

査を行う場 

所     

 

試験研究 

調 査 の 

対象・数 

量・範囲 

 

本年度の試験研究 

調 査 等 の 目 標         

 

 

試験研究調査の成果・課題 

 

 

低価格で取引

されているヒ

ノキB・C材の強

度性能を明ら

かにして、横架

材としての利

用を図る 

(単) 

 

林業試験場

及び県内製

材工場 

 

県産ヒノ

キ 

60本 

 

市場においてB・C材として

選別されたヒノキ丸太の

欠点調査と梁材製材後の

強度性能試験 

 

（成果） 

ヒノキB・C材を60本入手し、欠点の原因とな

った曲がりや節を調査し数値化を行った。 

丸太を製材し実大強度試験を実施した結果、

ほとんどが無等級材の基準強度を上回って

いたが、機械等級区分の基準を下回る試験材

もあり、この原因について調査検討を行った

結果、節による強度低下が見られた。 

 

（課題） 

基準を下回った試験材では、節径比の高い材

が多く見られたことで、利用する段階での目

視による選別を行う必要がある。また、これ

らの成果を現場へ普及する必要がある。 
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事 業 名 スギ・ヒノキを活用したハイブリッド

ＬＶＬ生産・利用技術の確立 

 担当室別 木材利用研究室 

実施計画期間 

 

           ２３   年度 

        ～ ２５   年度 

(予算額) 

支出済額 

      ( ８２５，０００ )   

         ３３８，９３９  円 

 

試 験 研 究       

調査の目的       

試験研究調 

査を行う場 

所     

 

試験研究 

調 査 の 

対象・数 

量・範囲 

 

本年度の試験研究 

調 査 等 の 目 標         

 

 

試験研究調査の成果・課題 

 

 

スギ・ヒノキを

活用したハイ

ブリッドＬＶ

Ｌの生産及び

利用技術の確

立 

(単) 

 

(株)オロチ

及び林業試

験場 

 

 

県内流通

のスギ、ヒ

ノキ材 

 

スギ・ヒノキの積層接着に

関する基本特性の把握 

 

（成果） 

 

 

「６ 主な事業に関する調べに記載」 

 

 

（課題） 

 

 

「６ 主な事業に関する調べに記載」 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 県産スギ材の材質及び強度に優れた

品種の選抜 

 担当室別 木材利用研究室 

実施計画期間 

 

           ２３  年度 

        ～ ２７   年度 

(予算額) 

支出済額 

     ( １，２００，０００ )  

         １８０，９１１  円 

 

試 験 研 究       

調査の目的       

試験研究調 

査を行う場 

所     

 

試験研究 

調 査 の 

対象・数 

量・範囲 

 

本年度の試験研究 

調 査 等 の 目 標         

 

 

試験研究調査の成果・課題 

 

 

森林所有者の

再造林意欲を

高めるため、成

長・材質・強度

に優れたスギ

品種を選抜す

る 

(単) 

 

 

若桜町（町

有林・個人

有林内)及

び林業試験

場内試験林 

 

 

県内のス

ギ立木 

 

 

若桜町内で植栽されたス

ギ造林木から９５本を調

査し、その中から強度性能

の高い樹種２０本を試験

場内に搬入して実大強度

試験を実施 

 

（成果） 

 

 

「６ 主な事業に関する調べに記載」 

 

 

（課題） 

 

 

「６ 主な事業に関する調べに記載」 
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事 業 名 スギ一般大径材を活かした新たな芯

去り製品の開発 

 担当室別 木材利用研究室 

実施計画期間 

 

          ２５ 年度 

        ～ ２８ 年度 

(予算額) 

支出済額 

     ( １，８７８，０００ )  

       １，０３９，５０４ 円 

 

試 験 研 究       

調査の目的       

試験研究調 

査を行う場 

所     

 

試験研究 

調 査 の 

対象・数 

量・範囲 

 

本年度の試験研究 

調 査 等 の 目 標         

 

 

試験研究調査の成果・課題 

 

 

スギ一般大径

材の新たな利

用技術を開発

し、原木価格の

向上と利用拡

大を図る 

(単) 

 

林業試験場 

 

 

 

県産スギ

芯去り平

角材 

 

製材歩止まり向上と反り

の抑制試験、天然乾燥と人

工乾燥試験、乾燥割れの抑

制試験を実施 

 

（成果） 

約２tの重しを載せた試験体（＝載荷試験

体）と無載荷試験体各20本を４ヶ月間天然乾

燥し、寸法及び含水量の変化、割れの発生状

況の違いについて比較試験をした。その結

果、含水量が変化しても寸法の変化はわずか

であり、また、載荷試験体と無載荷試験体で

寸法変化の差はほとんどなかった。 

 一方、無載荷試験体のほとんどは乾燥が進

むにつれて材面の芯付近に割れが生じたが、

載荷試験体で顕著な割れが生じたものは少

なかった。このことから、載荷によって割れ

を抑制する効果が生じたものと推察された。 

（課題） 

 ２tの載荷量では反りを矯正することがで

きなかったため、さらに載荷量を増やして試

験を行うとともに、桟木の数や配置を変えて

少ない載荷量で効率よく全ての材に荷重を

伝える桟積方法の検討が必要である。 

 また、載荷による割れ抑制効果について、

さらに検証を進める必要がある。 
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事 業 名 小幅板（こはばいた）のクロスパネル

化による新たな利用価値の創出 

 担当室別 木材利用研究室 

実施計画期間 

 

           ２５  年度 

        ～ ２９  年度 

(予算額) 

支出済額 

     ( ２，８４１，０００ )   

            ２７４，５２７ 円 

 

試 験 研 究       

調査の目的       

試験研究調 

査を行う場 

所     

 

試験研究 

調 査 の 

対象・数 

量・範囲 

 

本年度の試験研究 

調 査 等 の 目 標         

 

 

試験研究調査の成果・課題 

 

 

製材所の小幅

板を活用した

厚さ２４mmの

３層クロスパ

ネルを開発し

小幅板の利用

価値を高める 

（単） 

 

林業試験場

構内 

 

スギ材 

 

 

 

小幅板の効果的な乾燥技

術として天然乾燥と人工

乾燥の組合せ試験及びク

ロスパネルの製造試験を

実施 

 

（成果） 

小幅板は厚さが12mm程度と薄いため天然

乾燥が行いやすく、1ヶ月程度の天然乾燥で

含水率が30%を下回るものも多数見受けられ

た。また、仕上げの人工乾燥も60～70℃、2

4時間で十分に目標の乾燥に仕上げることが

できた。 

 

（課題） 

パネルを製造する際には板の厚さを8mmに

プレーナー加工する必要があるため、乾燥に

よる収縮が削り代に及ぼす影響を調べる必

要がある。 

 

 

国産材を用い

た新たなクロ

スラミナパネ

ルを大型木造

建築物に用い

るため、JAS規

格等により求

められる性能

を確保する技

術の開発 

（委託） 

林業試験場

構内及び産

業技術セン

ター（若葉

台） 

スギ材 接着性能評価技術の高度

化として、室内と室外の温

湿度環境などの違いで生

じる寸法変化（反り）を把

握する試験を実施 

（成果） 

パネルの強軸および弱軸方向の試験体（長

さ2m）を二室型環境試験機に設置し、表裏面

を異なる温湿度で10日間暴露したところ反

りは増加傾向を示した（約１～3mm）。その

量は弱軸方向試験体で多かったが、実大のC

LTでは弱軸方向よりも寸法の長い強軸方向

で反りが大きくなると推察した。 

 

（課題） 

反り測定試験は240時間(10日間)で実施し

たが、反りの増加が安定するにはさらに長時

間の試験が必要である。 

短尺(2m)の試験体から計算により推定し

た実大材(6m)の反り量の精度を検証するた

め、長さの異なる試験体により反り量を比較

する必要がある。 
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